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　「河川浄化チャレンジ月間」を実施しました。1
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芦田川環境マネジメントセンターニュースレター
vol.30

芦田川環境マネジメントセンター、国土交通省 福山

河川国道事務所及び福山市は、芦田川の水質浄化に

取り組む『河川浄化チャレンジ月間』を、2020年11月

1日～11月30日の1ヵ月間実施しました。

『河川浄化チャレンジ月間』は平成19年度からス

タートしており、通算で14回目となる今年度は、瀬戸

川・高屋川流域を中心に、芦田川流域全体に"家庭で

出来る水質浄化の取り組み"の実践を呼びかけました。

なお、右下図に示す学区・小学校には、チラシやア

ンケートの配布・回収にご協力をいただきました。

Q：慣れて来た頃に終わりになるので、期間を２、３ヶ月
にすると良いのでは？

A：チャレンジ月間は平成19年に開始して、今年で14
回目となりました。参加規模は現在と違いますが、
初回から11月の1ヶ月間で実施してきています。今
回も例年どおり、１ヶ月のうち１週間単位で実施状
況をふりかえっていただく形式で行いました。

　 週によっては、あまり実践できなかった方や週を重
ねるごとに実施することが定着化されたという方も
おられます。チャレンジ月間はその名のとおり、挑
戦する期間です。皆さんのペースで実施していただ
き、この11月の1ヶ月間の取り組みがきっかけとな
り、習慣となって、期間終了後も実践し続けていた
だければと考えております。

　 参加された方でも、期間が長いと感じられる方、逆
に短いと感じられる方の双方おられることもあるた
め、今後もAEMCとしては11月の1ヶ月間を期間
として実施していきたいと考えております。

河川浄化チャレンジ月間に関するQ＆A

主な実施対象エリア

1.取り組み前、取り組み中の水質調査　

2.アンケート調査　

　瀬戸川・高屋川流域の調査地点において、取り組み

前と取り組み中に水質調査を行い、その結果を比較す

ることで、取り組みの効果を把握します。

調査方法

　各家庭で、家庭でで

きる水質浄化の取り組

み5項目を実践してい

ただき、その取り組み

状況や感想について、

アンケートに記入して

いただきます。

排水路
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水質浄化の
取り組みの実施 支

川
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①排水口にネットをかけて、調理く
ずや食べ残しを流さない

②汚れのひどい鍋、食器類は、ふき
取ってから洗う

③食用油は直接流さず、紙にしみ込
ませたり、 固めたりしてごみとし
て出す

④食器類を洗う時に、洗剤の使用量
を減らす

⑤洗濯の時に、洗剤の適量使用を心
がける 

◆ 取り組み項目(クリーン5) ◆

ご協力ありがとう
　ございました！



芦田川環境マネジメントセンター（AEMC)では、今後も芦田川の水環境をテーマにさまざまな活動の企画を予定してい
ます。そこで、これらの活動のさらなる充実を図るため、活動に参加もしくは支援してくださる個人や団体を募集してい
ます。　募集要項・入会申し込み書等の入手は、ホームページ(http://fm777.co.jp/pc/aemc/)をごらんください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皆様のご参加をお待ちしております。

芦田川環境マネジメントセンター会員募集中！！

aemc 検索AEMCで検索してね！

河川浄化チャレンジ月間の実施結果をご報告します!2

アンケート調査結果

　取り組みを実施した感想については、「これからも続けて取り組んでいきたい」という意見が、アンケートにご回答いただ
いた世帯の約8割弱を占め、多くの世帯が“今後も継続して取り組みたい”という回答でした。また、取り組み後の暮らしの変
化についての設問では、約2.5～３.5割強の世帯で、今回から新たに「汚れのひどい鍋、食器類は、ふき取ってから洗う」「食
器類を洗うときに、洗剤の使用量を減らす」「洗濯の時に、洗剤の適量使用を心がける」について実践していただくことがで
きました。

※アンケート回答数：991世帯

設問：「水質浄化の取り組み」を実行した結果、どのように暮らし方に変化が現れ
たかをお尋ねします。

設問：「水質浄化の取り組み」を実行して、感じられた事、行動の変化等は
いかがですか？

水質調査結果

　　この取り組みの事前・事中ともに各１回の水質調査を行い
ました。その結果、取り組み前と比べ、水質が改善している
結果となりました。

　　この調査は、傾向を把握するためのものであり、あくまで
参考的な結果になりますが、各項目について、流域のみなさ
んに積極的に取り組んでいただいた結果、生活排水等の汚れ
の量が削減されたものと考えられます。

【図：水質調査結果の比較（瀬戸川流域／全地点の平均）】

参加者の声

○自分の家では河川浄化に取りくんでいますが、家の近く

の河川を見ると、いろんなゴミが捨ててあり大変残念に

思う。

○食器や洗たく物の汚れが強いとついつい洗剤の使用量を

増やしてしまっていた。気をつけるきっかけになり、よ

かったです。子供の時から関心を持つことで、大人にな

って続けていってほしいです。

○排水口にネットをかけるのは、２年前のチャレンジ月間

からはじめましたが、おかげで排水口の掃除もかなり楽

になりました。これからも続けていこうと思います。よ

り多くの家庭で行ってもらえるといいなと思います。

○芦田川に水を流している全世帯がこのような取り組みを

するときれいになると思う。この取り組みは多くの人が

芦田川をきれいにしようと思うきっかけになると思うの

で、自分も今後続けていきたい。

○子供と一緒に川や水について考える機会を与えてもらい

ました。残さずきれいに食べることは子供にも出来る河

川浄化の取り組みだからと話し合い、努力してくれたと

思います。

:事前調査(10/13～14)   :実施中調査(11/11～12) 

【負荷量】
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【水中の汚れの負荷量(BOD)】 

約 7%の減少 約 9%の減少 約 21%の減少 

【水中の濁りの負荷量(SS)】 【水中のリンの負荷量(T-P)】 

「河川浄化チャレンジ月間」 へのご参加
ありがとうございました！

参加者からは、意識の変化や今後の取り組みへの決意など、年間を通じた取り組みとして流域全体へ展開し
ていくことが期待できる積極的な意見を多数いただきました。
以上の結果より、日頃から家庭でできる水質浄化の取り組みが重要であると改めて確認できました。今後は、

このような芦田川の水質浄化に向けた草の根運動が契機となって、各家庭に水質浄化の取り組みが定着し、
芦田川流域全体の水質が改善していくことを期待します。


